
令和６年度子ども参画型社会創造支援事業【青葉区】 

「木まちたんけん隊」木町通市民センター×青葉区中央市民センター 

 

１ 事業概要 

 

２ 令和６年度の活動 

今年度は「木町通界隈のたんけん」、「木まちすごろく作り」、「市民センターまつりでの展示発表」を行いま

した。1回目の活動で企画員の「たんけん隊員」達と、今年度の方針を確認し、地域のどこをたんけんしたい

かということについて話し合いました。その結果、今年度は春日町を中心としたたんけんを行うことに決まり

ました。 

●春日町界隈のたんけん 

せんだいメディアテークや仙台市立第二中学校、ひかり薬局や伊達あられ本舗へたん

けんに行きました。普段なかなか見ることのできないバックヤードも見学でき、貴重な

機会となりました。 

 

●木まちすごろく作り 

たんけんした場所の「木まちすごろく」を 

作りました。 

たんけんでのインタビューをもとに 

豆知識やクイズを交えたすごろくです。 

 

●市民センターまつりでの展示発表 

日頃の活動を地域の方達にも知ってもらうために、 

模造紙にまとめ市民センターまつりで展示発表を 

行いました。 

 

３ 成果・今後の展望 

●成果 

地域のお店や施設を見学し、インタビューを通して交流を行うことで地域への愛着がより深まりました。

また、進学予定の中学校や興味のあるお店や施設を見学することで、将来について考える機会にもなりまし

た。 

●今後の展望 

 

木町通地域は、町内会や子ども会の減少により、子ども

達は地域との繋がりが希薄になっています。 

そこで、木町通界隈のまちたんけんを行い、地域の魅力

に気づくと共に、インタビューや質問を通して地域の方と

交流することを目的としています。 

交流を深めるためのたんけん場所を選定していきます。また、木町通界隈の他地域へのたんけんを継続し

地域の魅力を見つけ、情報発信していきます。さらに、木まちすごろくも他の地域へ拡大し、同年代の子ど

も達に遊んでもらい、それをきっかけとして「地域をたんけんしたい！」と思ってもらえるようなすごろく

を作ります。 


